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3) 春先の栄養塩供給量の減少 

・ 融雪期における河川負荷量は、将来、現況に比べて流量が減少することから、河川負荷量

も減少する。 

・ 減少の程度は、窒素で 15～45％、りんで 13～23％と予測され、窒素に比べてりんの方が減

少の程度が小さい。りんについては、窒素に比べて出水時の濃度上昇の影響が大きいこと

によるものと考えられる。（図 6.52） 

・ d4PDF では、流量の減少の程度に比べて負荷量はさほど減少していないが、これは 5 月に

他のケースに比べてやや大きな規模の出水に伴う大きな負荷の流入があるためと考えられ

る。（図 6.53、図 6.54） 

 

  
 
 
 
 
 

図 6.52 馬場目川における融雪期の負荷量変化（10 ヶ年平均、T-N，T-P，総流入量） 
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       ：融雪期（3～5 月） 

図 6.53 馬場目川における融雪期の負荷量変化（10 ヶ年平均・変動幅、T-N） 
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       ：融雪期（3～5 月） 

図 6.54 馬場目川における融雪期の負荷量変化（10 ヶ年平均・変動幅、T-P） 
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(4) 出水時流入栄養塩等の増加 

1) 浮遊物質濃度の変化 

 

・ SS について見ると、いずれのケースも現況と比較して顕著な差は見られないが、若干の濃

度上昇がみられる（図 6.55）。 

・ NHRCM20（RCP2.6,8.5）の 2 ケースよりも MIROC、GFDL の方がやや上昇幅が大きい。 

 

 
（MRI-NHRCM20_RCP2.6) 

 
（MRI-NHRCM20_RCP8.5) 

 
（MIROC5_RCP8.5） 

 
（GFDL-CM3_RCP8.5） 

 
（d4PDF） 

 
 

図 6.55 八郎湖における水質変化（10 ヶ年平均・変動幅、SS） 
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2) 植物プランクトンの変化 

A) 河川からの栄養塩流入負荷量の変化 

・ 通年で見ると、現況に比べていずれの将来ケースも流量は減少するが、流入負荷量は傾向

が異なり、MIROC では T-N、T-P の両方が、GFDL では T-P が現況よりも多くの負荷量が

流入する結果となっており、T-P は増加の程度も大きい。（図 6.56） 

・ これは、出水時の大きな負荷量流入の影響であり、将来、出水の発生頻度が現況よりも増

加するとともに最大規模も大きくなるが、りんについては窒素に比べて、出水時に流入水

質が高濃度となる傾向が顕著であることによるものと考えられる。 

・ 月別の変化を見てもその傾向が現れており、MIROC、GFDL では、夏期～秋期の流入負荷

量が多くなっており（図 6.57）、これがクロロフィル a（植物プランクトン）の増加要因と

なっていることが考えられる。 

 

 

図 6.56 馬場目川における負荷量変化（10 ヶ年平均、T-N，T-P，総流入量） 
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6.4 将来予測・影響評価とりまとめ（八郎湖） 

6.4.1 将来の気象変化 

気温（図 6.59 の左）については、現況では年平均気温（計算に用いた 10 年間の平均）が

約 11.3℃であるのに対し、将来においては、RCP2.6 のケースで約 0.4℃の上昇、その他の

RCP8.5 相当の 4 ケースでは平均約 3.4～7.1℃の上昇となっている。中でも GFDL-8.5 は突出

して気温が高くなるケースとなっている。また、現況に比べて、将来ケースの方が各年のば

らつきの幅は大きい。 

年降水量（図 6.59 の右）は、現況で 1,892mm であるのに対し、将来においては 7mm の

減少～582mm の増加となる。中でも MIROC-8.5 は降水量の増加幅の大きいケースとなって

いる。また、現況に比べて、将来ケースの方が各年のばらつきの幅は大きく、中でも MIROC-

8.5、GFDL-8.5 は各年のばらつきが大きいケースとなっている。 

 
 

図 6.59 将来の気象変化（年平均気温、年降水量） 

 
現況の 10 年間で第 10 位の日雨量※（流域平均）以上の日雨量の生起回数（図 6.60）は、

将来気候のいずれのケースにおいても現況を上回り、将来、大雨の生起頻度は増加する傾向

である。 

 

図 6.60 各ケースの日降水量の発生頻度の比較（八郎湖，流域平均） 
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